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２０１４年は歴史上、最も暑い年だった！

暑くなり続ける地球





暑くなり続ける地球

トップ１０はすべて今世紀に入ってから





Global temperature was 
1.45 ± 0.12 °C above 
pre-industrial levels (1850-
1900) in 2023. 

Global temperatures in 
every month between June 
and December set new 
monthly records. July and 
August were the two 
hottest months on record.

“Climate change is the 
biggest challenge that 
humanity faces.”

世界気象機関 ２０２３／１２／２４



人類は窮地に立たされて
います。本日（7月27日）、
世界気象機関（WMO）と欧
州委員会の気象情報機関
「コペルニクス気候変動
サービス」は、7月が人類
史上最も暑い月となること
を裏付ける公式データを発
表しました。

地球温暖化の時代は終わ
りました。地球沸騰化の時
代が到来しました。もはや
空気は呼吸するのに適し
ていません。暑さは耐えが
たいものです。





海水温の表面温度 海洋大気局（ＮＯＡＡ）による



南極の氷床面積 海洋大気局（ＮＯＡＡ）による





地球沸騰の時代 悪循環が始まった？

いろいろな悪循環

山火事の増加 → 大量のＣＯ２、土壌からの排出も

氷がなくなる→ 地面が黒くなる → 気温が上がる

永久凍土がとける→ 地下から昔のＣＯ２やメタンが出てくる

乾燥や高温で森が破壊される → ＣＯ２が出る／吸収量が減る・・



地球沸騰の時代 取り返しが付かないことに？

Tipping point＜臨界点＞

一定のペースで進んでいる変化の量が一定の点を超えると、
それまでとはまったくフェーズの違った現象が起こることがある

そのような点を臨界点といい気候変動にもそれがあるとされる





既に超えてしまったかも
しれない場所もある

西南極の氷床

アマゾンの熱帯林破壊



これからどうなる？ ＩＰＣＣの排出シナリオ





地球沸騰の時代 大きな被害を防ぐには？

排出できる温室効果ガスの量には限界がある

１・５度目標のためには後、４０００億㌧→ ８年分しかない

＜カーボン・バジェット＞

１・５度目標の達成は非常に難しい

＜マイナスの排出？も必要かも＞

大気中からＣＯ２を捕集する・・・

植物に吸収させてそれを地下深くに埋める・・・



カーボンバジェットとは ＩＰＣＣによる



気候危機と闘う
エネルギーに関する気候変動対策のクリーンナップトリオ

省エネ

エネルギー利用効率の向上

建築物、産業、運輸、家庭など

再エネ

太陽光、風力、バイオマスのほか潮力、波力、地熱など

熱利用

捨てられている「熱」が非常に多い：工場や発電所など

高熱から段階的利用して給湯などまで

欧州では地域の熱供給網が整備されている

★日本はこの全てで世界に遅れを取っている



削減率 基準年

英国 68%以上 1990年 54.6%減 2050年
ブラジル 50% 2005年 48.7%減 2050年
日本 46% 2013年 46.0%減 2050年
米国 50~52% 2005年 45.6%減 2050年
EU 55% 1990年 41.6%減 2050年
韓国 40% 2018年 23.7%減 2050年
中国 65% 2005年 14.1%増 2060年
インド 45% 2005年 99.2%増 2070年

カーボンニュートラル目標
（ネットゼロ達成時期）

NDC目標（2030年目標） （参考）
2013年比の

2030年目標の水準



水素 再エネ 電化 原子力

米国 税額控除等により、
クリーン水素製造を促進

税額控除等により、
太陽光・風力等の導入を促進

家庭部門等への電化の支援に加え、
EVメーカー等への支援でEV普及も促進

老朽原子力発電所への支援や
税額控除等により、原子力発電を促進

EU グリーン水素の生産能力拡大と、
コスト競争力の向上を促進

再エネ導入目標を引き上げ、
再エネの導入を促進

ヒートポンプの導入等により、
産業界の電化を促進

原子力を持続可能な活動として認識

英国 低炭素水素の生産能力の
拡大を促進

クリーンな国産エネルギー拡大に向け
太陽光・風力等の導入を促進

公共充電設備の拡充等により、
EVの普及を促進

クリーンな国産エネルギー拡大に向け、
原子炉の新設を促進

ドイツ 国内での生産能力拡大と
輸入調達の強化を促進

2035年の電力供給をほぼ再エネでまか
なうため、再エネの導入を促進

ヒートポンプの導入等により、
建築分野の電化を促進

廃止していく方針

フランス エネルギー集約型産業における
グリーン水素の活用を促進

行政手続きの簡素化等により、
太陽光・風力等の導入を促進

EV補助金やリース制度構築等により、
EVの普及を促進

次世代原子炉の建設と、
原子炉の開発を促進

インド 送電料金の支払免除等により、
グリーン水素等の製造を促進

太陽光を中心に再エネの導入を促進 EV補助金や充電インフラ整備等により、
EVの普及を促進

増加する電力需要への対応として
原子力の活用を促進

韓国 水素分野のネットワーク構築等により、
水素経済の実現を促進

電源構成に占める再エネの拡大に向け、
再エネの導入を促進

EV補助金の拡充等により、
EVの普及を促進

中断していた原子炉の建設再開に加え、
原子炉の開発や輸出を促進





遅れる再生可能エネルギー



By EMBER

https://ember-climate.org/insights/research/global-electricity-
review-2023/



１人当たりＣＯ２排出量 （世界銀行）

トン

カナダ 15.4

米国 14.7

日本 8.5

ドイツ 7.9

英国 5.2

イタリア 5.3

フランス 4.5

中国 7.6

インド 1.8

世界平均 4.6



2022 International Energy Efficiency Scorecard,
by The American Council for an Energy-Efficient Economy 

(ACEEE)

https://www.aceee.org/research-report/i2201



日本は総合で７位
Ｇ７の中では５位
トップはフランス
２位：ＵＫ
３位：ドイツ
５位：イタリア
１０位：米国
１３位：カナダ
もはや省エネ先進国ではなさそう・・・・



各国のスコアカード by ACEEE

建築は非常に重要

その成績が日本は悪い
総合評価の低下に



建築関連のエネルギー効率成績比較



実は運輸にも多くの課題・・・



エネルギー利用効率：世界と日本

＠産業部門の効率はまだ、世界のトップレベル

＠運輸部門のエネルギー効率向上が滞る

既に日本の運輸の省エネはグローバルスタンダードから遅れた

＠建築部門のエネルギー利用効率は世界に大きく遅れている

エネルギー消費は３０％近くと多いのに・・・

＠脱炭素社会実現のため：エネルギー利用効率向上のための政策
課題は非常に多い







気候危機と闘う

再生可能エネルギーの拡大

耕作放棄地、農地など山を削らなくても用地はまだまだ

ソーラーシェアリングへの期待

縦置きパネルの可能性

都市部に多くの可能性／新築＆既存

住宅の屋根置き＠都市部は全く進んでいない

２０３０年 新築の６０％目標 ～ １６％＠２０２２年

ビルの屋上などもまだまだ少ない

電気自動車（ＥＶ）は再エネ拡大に貢献



気候危機と闘う

省エネ対策の強化・停滞の打破を

学校、家庭の断熱対策

省エネ機器の導入強化～公共調達・補助金

ガス利用の見直しも急務

電気自動車（ＥＶ）も省エネに有効





気候危機と闘う

熱利用の拡大を

多くの熱が無駄になっている

バイオマス発電やごみ発電＋熱利用＝超高効率のエネルギー利用

病院、地域、高齢者施設、学校などの熱インフラ

屋上での太陽熱利用も有効



エネルギー利用だけじゃない

知られざる温室効果ガスＨＦＣ

代替フロン・冷媒

エアコン

カーエアコン

ダストブロワー

冷水機

スーパーの冷凍機

大型冷蔵庫





環境省による



環境省

経済産業省
の資料



エネルギー利用だけじゃない

農業：食に由来する排出が非常に多い

世界全体の２６％

フードロス（全体の１／３）からの排出も

土地利用の変化：牧畜＆飼料生産

農薬、肥料生産

輸入品のフードマイレージは膨大

土壌の劣化も深刻に → ＣＯ２排出量を増やす

土壌の吸収力も減る









進む土地の劣化

＜2022年４月 砂漠化対処条約事務局報告書＞

・砂漠化や劣化土地は全陸地面積のうち最大４０％

・少なく見積もっても２０％の約３０００万平方キロ

・既に３０億人が影響を受けている

・対策を講じないままだと、２０５０年までにさらに１６００
万平方キロの土地が劣化する

・土地利用の変更に伴い、１５～５０年の間に６９０億ト
ンの二酸化炭素が大気中に放出される





カザフスタンとウズベキスタンにまたがる湖
１９６０年代までは世界第4位の湖：約68000平方キロメートル
旧ソビエト時代 綿花栽培のため２本の川の過剰な採水
半世紀で５分の１に縮小 今も縮小は続く
塩分濃度の上昇で生物の住めない海に



エネルギー利用だけじゃない

使い捨てプラスチックの拡大＆ごみの焼却

今後も増加の予想

脱炭素と整合的ではない

排出源は焼却だけじゃない

採掘、生産・加工、輸送を通じて多くの排出

日本のプラごみの２／３は焼却されている

生ゴミの焼却も異例の規模





Ⓒ Mizuki Hikaru, all rights reserved







プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
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要

(MM
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耐久プラ

使い捨てプラ
2040にゼロ

毎
年
の
C
O
2
排
出
量

1.5度と整合的なプラスチック部門の排出量削減経路

累積排出量

1.5度と整合的な、プラスチック生産

出典：Pacific Environment (202３) “Stemming the Plastic-Climate Crisis”

気候変動のみを考慮し、ライフサイクルすべての排出量を考慮できていない数字として、2019年比で2050年までに46%削減。



できることはたくさんある気候危機対策

・再エネと省エネ、熱利用の拡大
ビル・学校・住宅の断熱改修が重要
屋根置きパネルの拡大：義務つけも有効

・脱ＨＦＣが急務

・ごみ問題から気候危機を考える
使い捨てプラの削減
コンポストの拡大
自然素材への転換：正しい廃棄物発電の実現に

・水道水の賢い利用：給水ポイント・水飲み場の拡大



できることはたくさんある気候危機対策

・土地利用の見直し

都市の緑化と自然再生

農薬散布の中止：虫や鳥がいればいい

・農業と食の見直し

地産地消の強化

アグロフォレストリーなど多面的な土地利用

・都市インフラの再構築

河川改修の見直し：防災面でも重要

地下水の見直し



できることはたくさんある気候危機対策

注目される「自然に基盤をおいた解決策」

Nature based Solutions (ＮｂＳ)
自然保護、自然再生、自然の利用を通じた気候変動対策

植林：実は要注意

バイオマス利用：重要だが要注意

湿地の保全と再生：これは非常に重要

１％弱の湿地に２０％以上のＣＯ２が固定されている

河川の自然復元と利用

流域治水、遊水池の拡大：緩和にも適応にも



ＩＰＣＣ ＩＰＢＥＳ

合同ワークショップ

２０２２年

気候変動対策で多様
性に悪いことはいろい
ろあるが、多様性保全
対策で気候変動対策
にマイナスとなるもの
はほとんどない



今の子供たちや孫の将来を想像しよう

２０２０年産まれの子

８０歳になるのは２１００年

気温は２・５度も上がっている？

海面は５０㌢以上上がっている？

サンゴ礁は過去の写真集の中だけ？

海は魚ではなくプラごみのもの？

チョウもトンボも綺麗な森もなくなる？

食べ物がなくなる？



↑
どんなに排出量を減らしても２０４０年までの気温上昇はほ
とんど変わらない

今の排出削減努力は「未来への投資」「次世代への責任」



大切なこと・・・

• 政策や経済の仕組みを変えること
規制的手法

温室効果ガスの排出規制

ＨＦＣ利用の規制

省エネ基準の義務付け

使い捨てプラの使用禁止・・・

経済的手法

適切に環境コストを払っていない＝「安い！」

税金を掛けて価格差をなくす

炭素税、プラスチック税、渋滞税・・・



大切なこと・・・

・大きい地方自治体の役割
地産地消の拡大

エネルギー・熱・食品・包装材料・水／地下水・・・・・

再生可能エネルギーの拡大は不可欠

農地・放棄農地の利用が有効：「ソーラーシェアリング」

公共調達は重要な手段

自然に基盤をおいた解決策：Nature Based Solusions ＮＢｓ

さまざまな自然保護策が温暖化対策に

森林、農地、土地利用／防災にも貢献



大切なこと・・・

・大きい地方自治体の役割
省エネ・断熱改修・熱利用の拡大

学校や公共施設から住宅へ

プラごみ／生ゴミ問題への取り組みが急務

脱焼却へ：コンポストの拡大

熱利用の拡大

バイオマス：「熱は熱で」／小型チッパーなども有効

地方金融機関との連携を



大切なこと・・・

• 市民／生活者のChoice &  Voice
<Choice>
製品、ライフスタイル：認証制度が手がかり

肉食を減らす／フードロスを減らす選択

ボトル水から地下水・水道水へ

持続可能な製品を選ぶ：地産地消・プラなし・・・

再生可能エネルギーを選ぶ

根本からの転換を支持する企業や金融機関を選ぶ

最も大切な選択は・・・・

対策に熱心な政治家を選ぶ：国よりも地域かも・・



大切なこと・・・

• 市民／生活者のChoice &  Voice
<Voice>

対策を求めて声を上げる：デモ、請願、署名、会合、メディア・・

誤った行動を取る政治家や企業に反対の声を上げる

企業や店舗に自分たちの声を届ける：お客様の声

企業や店舗にアクションで示す

政治家に声を届ける

政治家に声が届くような仕組みづくりを求める：市民会議

★社会にもtipping point がある！

★Power to the people!!



地球環境問題のこれから
＜求められるのは根本的変革＞

経済と社会の根本的な変革を



ご静聴ありがとうございました
ご質問、ご意見などは・・・

tetsujiida@gmail.com  へ


